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子供の課題解決の場としての
家族・夫婦関係の重要性

つでも「介入グループの被験者の累犯率がより低く、
有罪判決全体（37.4％ vs 43.8％）、仮釈放中の遵守事
項違反への罰則（26.2％ vs 31.3％）、そして施設収容

（19.6 vs 25.0％）」で低かったという。
　一方で、「FFT 参加者は暴行罪で有罪判決を受け
る割合がわずかにコントロールグループより高」く

（15.9％ vs 10.4％）、個人を対象とした支援も効果が
あることを示唆している。
　この結果を受け、チェリンスカ氏らは「問題行動
は個人の問題ではなく、むしろ家族の中で話し合わ
れるべき課題である」と述べている。

夫婦間衝突への三つの対応

　子供の情緒的健康に、家族全体を支援することが
効果的であることを示唆する研究もある。ユトレヒ
ト大学（オランダ）のマジャ・デコウィック（Maja 
Dekovic） 氏 ら は、 親 が 夫 婦 間 衝 突（interparental 
confl ict）にどのように対応するかが親子関係の質に
影響すると述べている。
　デコウィック氏らによれば、夫婦間衝突への対応
は 3 種類考えられ、うち 2 種類は破壊的（destructive）
な戦略、残りが建設的（constructive）な戦略である。
　一つ目の戦略は「交戦」（confl ict engagement）と
され、「相手を攻撃する、自己コントロールを失う、
敵意を表現する」などの振る舞いを含む破壊的戦略
である。二つ目の戦略は「撤退」（Withdrawal）とされ、

「相手に何も言わず、何も聞かずに衝突を避ける」振
る舞いを表す。これも破壊的戦略である。最後の戦
略が「問題解決」（problem solving）である。「問題解決」
は「相手の立場を理解し、互いに受け入れられる解

家族間の関係が重要

　 ア メ リ カ で 行 わ れ て い る 機 能 的 家 族 療 法
（Functional Family Therapy: FFT）は子供の問題行動
解決を目指した家族ベースの取り組みの一つである。
米国司法省内の少年司法・非行防止局などの公的機
関からも承認を受けている。FFT は 11 歳から 18 歳
までの青少年を対象に短期間の臨床心理支援プログ
ラムを提供し、家族成員間の衝突や相互非難の減少、
および成員間のバランスの取れた協力関係の構築を
支援している。また、親にもポジティブ・ペアレンティ
ングや感情の制御を指導しており、家族を基盤とし
て問題行動に走る青少年の心理機能を改善すること
を目指している。
　この FFT について、分野によっては個人を対象と
した心理支援よりも効果的とする研究が存在する。
ニューヨーク市立大学のカタジナ・チェリンスカ

（Katarzyna Celinska）氏らは、少年司法で有罪判決を
受けたことのある青少年を FFT の支援を受ける介入
グループと一般的な個人療法やメンタリングを受け
るコントロールグループに分け、ふたたび有罪判決
や施設収容に至る割合（累犯率）を比較した。
　比較が行われたのは薬物、暴行、器物損壊、仮釈
放中の違反、更生施設への収容、犯罪行為全般の六
つの分野で、それぞれについて FFT による累犯率の
減少を調べた。その結果、2 項目で統計的に有意な結
果となり、「コントロールグループの被験者に比べ、
介入グループの被験者は薬物犯罪（1.9％ vs 37.6％）
と器物損壊罪（5.6％ vs 16.7％）で再度有罪判決を受
ける可能性が低かった。」
　また、統計的有意を得られなかった領域のうち三

欧米では非行など子供の問題行動を解決したり、情緒的健康を増進したりするためには、家族全体を課題解決の
場とすべきであるという認識が広がっている。　編集部
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〈注〉相関係数の範囲は 1.0（正）から－ 1.0（負）。
絶対値が 1 に近いほど関係が強い。
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決策へ至ろうとする」、建設的な戦略とされている。

夫婦関係も課題解決に影響

　デコウィック氏らは 497 の家族へのアンケートを
もとに、上記三つの戦略と親子関係の関わりを統計
的に分析した。その結果、「『交戦』は母親が報告す
る子供へのサポート（尊重や受容の度合い）と負の
相関があり（相関係数〈注〉は－ 0.25）、母親、父親、
子供が報告する否定的な交流と正の相関関係があっ
た（母 0.24、父 0.16、子 - 母 0.34、子 - 父 0.25）。」
　また、「撤退」は父母、子供ともに「父母からのサポー
トと負の相関関係にあり（母－ 0.22、父－ 0.15、子 -
母－ 0.15、子 - 父－ 0.22）、否定的な交流と正の相関
関係にあった（母 0.33、父 0.26、子 - 母 0.34、子 - 父
0.29）。」
　そして、「『問題解決』は父母、子供ともに両親か
らのサポートと正の相関関係があると報告した（母
0.35、父 0.27、子 - 母 0.26、子 - 父 0.30）。」加えて「『問
題解決』は子供が報告する父親と子供の否定的な交
流と負の相関関係にあった（－ 0.20）。」
　このように、デコウィック氏らによれば両親が夫
婦間衝突においてどの戦略をとるかによって、親子
関係が影響を受ける。この分析は別々の家族の比較
であるため、同一家族における夫婦関係と親子関係
の関係には分析が必要であるが、親子関係が良い方
が子供にかかる心理的負担は少ないことは自明であ
る。夫婦関係が良い方が子供の情緒的健康に良い影
響があると言って差し支えなかろう。

　以上のように、家族や夫婦をベースとした取り組
みは子供の健全な成長に関係している。子供の問題
行動や情動問題を子供だけの課題として扱うのでは
なく、家族・夫婦も課題解決に関係しているという
視点が必要である。

子供の課題解決の場としての家族・夫婦関係の重要性


